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 平成３１年１月発行 第２２３号  

  

『冬の野鳥と羽根ペンづくり』 1 月 27 日（日） 

定員：15 名（先着順）場所：村センター・永田集落 

対象：小学生以上（中学生以下は保護者同伴） 

内容：野鳥観察・オリジナル羽根ペン作成           担当：勘場 

『魅力発見！コケの観察会』 3 月 10 日（日） 

定員：20 名（先着順）場所：研修センター・ヤクスギランド線 

対象：18 歳以上               

内容：コケ観察                                    担当：本間 

『大人の炭作り』2月 16 日（土） 

定員：15 名（先着順）場所：研修センター 

対象：18 歳以上（高校生以下は要相談） 

内容：炭焼き体験                                  担当：丸山 

参加費：500 円 

★屋久島ファンクラブ会員は 1 割引 

締 切：開催日の１週間前まで 

問合せ・申込み先 

屋久島環境文化研修センター 

電 話：46-2900 

ＦＡＸ：49-7015 

 

◆村センターメンテナンス休館について 

 村センターでは、施設メンテナンスを行うため、

下記のとおり休館とさせていただきます。 

 皆様にはご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご

協力をお願いします。 

平成 31 年 1 月 21 日(月)～1月 31 日(木) 

休館日のお知らせ 

村センター  

1/15(火)、1/21(月)～1/31(木)、2/4(月)、2/12(火)

2/18(月)、2/25(月) 

研修センター 

1/14(月)、1/21(月)、1/28(月)、2/4(月)、2/25(月)

 『星空観察会』In 八幡小学校  

日 時：2月 1日（金）19:30～ 21:00(受付 19:00～ ) 

場 所：八幡小学校体育館・校庭 

対 象：どなたでも(小学生以下は保護者同伴) 

参加費：無料(予約不要)  

＊研修センター(TEL46-2900)にお問い合わせください。

 『屋久島ガイドセミナー』  

日 時：1月 24 日（木）～25 日（金） 

会 場：研修センター 

内 要：ガイドの責任と補償など 

締 切：1月 20 日(日) まで 

＊研修センター(TEL46-2900)にお問い合わせください。

新年明けましておめでとうございます。 
旧年中は屋久島環境文化村センター、研修センターへの御支援・御協力を賜り、深く感謝 

申し上げます。 

今後とも皆様の御期待に添えますよう、環境文化村構想の推進に努めて参ります。 

皆様にとって今年一年が良い年でありますよう、職員一同、心より御祈念申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～インストラクターだより～                  インストラクター 勘場 奈美 

「浮かびやすい羽根・沈みやすい羽根」 

冬になると、屋久島の海岸や川には様々な水鳥たちがやってきます。彼らはぷかぷかと水面に浮かんでいる

ことが多いですが、なぜ浮き輪もないのに浮くことができるのでしょう。  

カモの仲間は頻繁に自分のお尻の辺りにくちばしをつっこみます。実は鳥の仲間には、お尻の近くに「尾
び

脂
し

腺
せん

」と呼ばれる脂
あぶら

を分泌するところがあります。カモの仲間は特に尾脂腺が発達しており、羽づくろいをする

ときはまずそこからくちばしに脂をつけ、全身の羽根にくまなく塗り込みます。すると脂が水をはじくことか

ら羽根の間に空気の層が生まれるため、まるで浮き輪のように水面へ浮かぶことができるのです。 

 一方、水鳥の中でも鵜(ウ)の仲間はほとんど羽根に脂が塗られておらず、水をはじきません。ウの仲間は水

中に潜ってエサを探すのですが、このとき羽根に脂がついていると浮力が生まれ、泳ぎにくくなってしまいま

す。そのためウの羽根は、濡れやすく水に沈みやすい性質をしています。晴れた 

日にウを見かけると、よく翼を大きく広げたまま立っていることがありますが、 

これは濡れた羽根を乾かそうとしている最中なのです。 

 鳥の生態と羽根の機能には深い関係があります。財団では１月２７日（日）に 

「冬の野鳥と羽根ペンづくり」というイベントを行う予定です。今回紹介したよ 

うな水鳥たちを観察しつつ、本物の羽根を使ったオリジナルの羽根ペンを作成し 

ます。この冬はぜひ、様々な野鳥の生態に目を向けてみてはいかがでしょう。 

 
◆◇財団の活動報告◇◆  
【冒険しよう】12 月 1 日～2 日 

 「作りたいものを作りたいように作る」がテーマの秘

密基地作り、子供達は各々ダンボールや森のものを使い

個性豊かな基地を完成させました。前岳登山では、みん

なで楽しく登頂することがで 

きました。雨に濡れた苔に光 

が差し込む様子を見て自然の 

美しさも堪能できました。 

頂上から見る安房集落と周り 

の自然の風景も素敵でした。 

【屋久島子ども森のあそび場  

「森のもの de 音箱作りの会♪♪♪」】12 月 15 日 

気持ちいい冬晴れのなか、みんなでトンカチを使って、

木工作家の村上さんにサポートしていただきながら箱作

り。そのあとは、森で自然の 

ものから音箱や楽器作り。 

最後はみんなで楽器をつか 

って、森の音楽会をしました。 

音と笑顔あふれる会となりま 

した。 

【冬の映画上映会】12 月 15 日 

屋久島電工㈱のご協力をい 

ただき「それいけ！アンパン 

マン クルンといのちの星」を 

上映しました。村センターと 

研修センターで上映を行い、 

たくさんの方々にご来場い 

ただき、楽しいひと時を過ごしていただきました。 

◆◇屋久島を想う◇◆  
文化村センター職員 神田 美貴  
屋久島に帰って数十年になります。 

小さい時東京で育った私は夏休 

みに屋久島に来るのが 1年で 1番の 

楽しみでした。 

大人になって屋久島が生活の場になると不便さ

ばかりが目について島を出たいなと考える事もあ

りました。でも、子供が産まれて、子供達と一緒

に、海や川、ハイキングに行くようになった時、

近所にきれいな海や川、山があるって凄い事なの

かも・・・と改めて思いました。文化村センター

で働かせて頂くようになって、職員の方々の屋久

島に関する知識に驚きました。数十年住んでいて

も知らない事ばかりだったので、この機会に屋久

島の事を勉強しようと思います。そして、たくさ

んの人に屋久島のいい所を知って頂けるといいな

と思います。 

 

翼を乾かすウミウ 

オリジナル手ぬぐいリニューアル！！

この度、財団オリジナル手ぬぐいが新しく

なりました。まるりんと仲間たちが載ってい

る可愛いデザインです。村センター、研修セ

ンターの他、通信販売、 

ホームページで販売し 

ています。(1 枚 350 円) 
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